
2021 年 8 月 2 日 

関東地区における液化炭酸ガスの製造能力を2倍に増強 

～ 炭酸ガスの安定供給体制を確保し、稼働を開始 ～ 

岩谷産業株式会社（本社：大阪・東京、社長：間島寬、資本金：３５０億円）は、液化炭酸ガスの

安定供給のため、岩谷瓦斯㈱千葉工場内の液化炭酸ガス製造設備を２倍に増強し、２０２１年６月

１日より稼働を開始しました。 

当社では、国内の石油精製やアンモニア製造などの化学プラントから副生された高純度

の炭酸ガスを原料に、液化・精製の過程を経て市場へ販売をしておりますが、昨今の石油

化学製品の需要やアンモニア生産量の減少により、炭酸ガスの原料を十分に確保すること

が困難な状況が続いております。 

今回の設備増強により、特に関東地区を中心としたお客様への安定供給体制が確保でき

たものと考えております。当社は、今後も炭酸ガスの安定供給体制の確保に継続して取り

組んでまいります。 

■設備増強の概要

商業運転開始 ： ２０２１年６月１日 

生産増強能力 ： 液化炭酸ガス 約４３,０００トン／年 

※今回の増設により、既設プラントを含めた生産能力は倍増し、

最大８６,０００トン／年となります。

総貯槽量 ： １,１００トン （２００トン×２基、１００トン×７基） 

以上 


